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主  論  文 
Treatment of relapsed adult T-cell leukemia/lymphoma after allogeneic 















緒   言 
成人 T 細胞白血病･リンパ腫(ATL)は、HTLV-1 ウイルスが CD4 陽性 T リンパ












がみられたとの報告がなされている。今回 allo-SCT 後に再発した ATL に対し






 移植実施期間：1997 年 9 月から 2010 年 12 月。 




    採取検体中の CD3 陽性 T リンパ球数を指標として投与量を決定。 
DLI 前後の抗癌剤治療･局所放射線治療は、ATL の病勢に応じて実施。 
③解析方法 
 DLI の効果に関わる因子と移植後再発からの生存期間を後方視的に解析。 
 
結   果 
①再発・再燃 ATL に対しての DLI の治療効果 
 移植後に再発・再燃を来した 35 例のうち、9 例で DLI を実施していた(DLI
実施例)。 
9 例中 8 例は血縁ドナー、1 例は非血縁骨髄バンクドナーからの提供を受けた。 
初回輸注 CD3 陽性 T 細胞数中央値は 8.2×106/kg(5.0-12.0×106/kg)であった。 
DLI 前治療として化学療法または局所放射線照射療法が 9 例中 6 例で実施され
た。 
DLI は 9 例中 5 例において治療効果を認めた(完全寛解 3 例、部分寛解 2 例)。 
この完全寛解となった 3 例は 3 年以上の長期寛解が得られた。 
②DLI の治療効果に関わる臨床像の同定 
 DLI 実施例において、効果が得られた症例には以下の特徴が認められた。 
  1. DLI 前治療の実施 
  2. ATL 再発・再燃時に移植片対宿主病を認めないこと 
  3. 初回輸注の CD3 陽性 T リンパ球数が多いこと 
  4. 移植後再発時に ATL の皮膚病変を有すること 
  5. DLI 後に口腔粘膜の扁平苔癬様変化(移植片対宿主病慢性型)が出現 
特に、5 は長期寛解が得られた 3 症例の共通点として認められた。 
③DLI を実施しなかった症例の経過 
 26 例では、移植後再発・再燃に対して DLI を実施しなかった(DLI 非実施群)。 
 26 例中 20 例において初期治療として免疫抑制剤が中止され、2 例に完全寛解
が得られた。 
 残りの 6 例は再発時には既に免疫抑制剤が中止されており、化学療法または
局所放射線照射療法が実施された。 
④再発後の生存解析 
 全 35 例における再発後の平均生存期間は 6.2 ヶ月であった。 
DLI 実施例は 16.9 ヶ月、DLI 非実施例は 3.9 ヶ月であった。 
 
考   察 




臨床的には今回移植後再発･再燃を来した ATL に対して DLI が有望な治療法と
なりうることが示唆された意義は大きい。DLI は対象疾患やその病勢・病状に
よって有効性が異なるが、ATL の場合は化学療法を先行させた後の DLI が特に
有効である。このことは腫瘍量が DLI の効果を得る上で重要な因子であること
を示唆している。 






（備考）※日本語に限る。2000 字以内で記述。A4 版。 
